
 

平成 30 年度 発達障害に関する教職員等の理解啓発・専門性向上事業 

（発達障害の可能性のある児童生徒に対する教科指導法研究事業） 

成果報告書（Ⅰ） 

 

実施機関名（国立大学法人長崎大学） 

 

１．問題意識・提案背景 

（1）本事業採択以前の取組の成果と課題  

長崎大学教育学部は、平成 26 年度及び平成 27 年度に発達障害の可能性のある児童生徒早

期支援研究事業（以下、「早期支援事業」と表記）、平成 28 年度には発達障害の可能性のある

児童生徒早期支援継続事業（以下、「早期支援継続事業」と表記）に採択された。2つの事業

を通して、①指定校への発達障害支援アドバイザー派遣による支援が必要な児童生徒の明確

化（早期気づきと早期支援の実現）、②大学及び発達障害支援アドバイザーとの連携による授

業の工夫・改善、③外付けの通級指導教室をコンセプトに大学に開設した“支援ラボ”（以下、

「支援ラボ」と表記）による個別支援に取り組み、それぞれ一定の成果を上げたといえる。 

特に、③の支援ラボによる個別支援では、対象となる児童生徒のアセスメントののち、学

習のつまずきを支援するプログラム、社会性の育ちを促進するプログラム、行動問題の解決

のためのプログラムの 3 本を柱に、情動調整のためのプログラムを追加して提示し、実態に

合わせて選択・組み合わせて実施している。 

なかでも、社会性の育ちを促進するプログラムにおいては、対象児童生徒の学校生活の観

察、保護者への聞き取りなどから得られた実態に応じて、ソーシャルスキルトレーニング（以

下、「ＳＳＴ」と表記）を中心に課題を構成し、実施、再度の修正を行ってきた。構造化され

た課題場面での学習を通して支援を行った結果、学校生活場面でのいざこざやトラブルは激

減したことが報告されている。しかし、発達期が進むにつれて、思春期特有の発達課題も増

え、発達期に応じて期待される他者の心的状態の推測や抽象的思考による課題解決が求めら

れるなか、新たな課題も生じている。そのひとつが、教科学習におけるつまずきの顕在化で

ある。 

 

（2）本事業における教科『国語』『特別の教科道徳（以下、道徳と表記）』選択の理由 

行動面（対人関係やこだわり等：自閉症スペクトラム症等を想定）で困難を示す児童生徒

においては、他者の心的状態の推論（心の理論）や実行機能の発達に特徴があることが知ら

れている。こうした特性に対し、ＳＳＴなどを中心にした課題学習が行われることが多く、

パッケージ化された教材等も多く開発され、ＳＳＴの有効性を示した研究が多く報告されて

いる。その一方で、ＳＳＴで獲得したスキルが、実際の場面では般化せずうまく機能しない

場合があることも知られている。さらに、言語性能力の高さと実行機能の乖離が指摘される

こともあり、「知識上はわかっていても理解してはいない」ことも多い。 

 また、学習面で困難を示す児童（限局性学習症を想定）においても、学習における読み・書

き・算数・数的推論の能力の他、聞く・話す能力の使用と習得につまずきがあることから、聴

覚情報の記憶や理解など処理の側面のほかにも他者の説明や心情を適切な言葉で説明したり、

要約すること、うまく言葉にすること・喚語のむずかしさなどの困難が指摘されている。う

まく伝えられなかったり小馬鹿にされたと感じ、情動調整がうまくいかずにキレるといわれ



るような暴力的に見える行為が生じることも知られている。我々の取組においても、支援ラ

ボを活用した個別支援では、行動問題の解決や算数や読み書きなどの学習のつまずきを、徹

底したアセスメントと、適した教材を活用した個別支援、学校との連携により、一定解決し

てきた。ＳＳＴを中心としたプログラムは前述の通り、学校生活のなかでのいざこざやトラ

ブルの激減という成果をあげている。 

しかし、対象児童生徒の教科学習については、その障害特性から各教科で教材として用い

られる文章理解の基盤である語彙や文脈を理解する、登場人物の心情や場面を読み取る、読

み取った心情などを言葉で話すことにつまずきがみられた。これまでも授業の様子を確認し、

担任教諭との情報共有、指導・助言を行ってきたが、指導法開発までは至らなかった。個別

支援を行っている児童は、生活のなかではＳＳＴなどで少しずつ獲得されたスキルが運用さ

れつつある。しかし、教科内容として求められる場面ではなかなかうまくいかず、ＳＳＴで

獲得したスキルとの乖離も多くみられている。こうした背景から対象児童の能力の向上のみ

ならず、授業そのものの工夫や改善など、教科内容自体の研究が不可欠であるといえる。 

 本来、ＳＳＴを中心とした社会性を支援するプログラムにおいては、他者の心情の理解や

自己表現、感情の記述など社会性の育ちの困難さと、聞く・話すといったコミュニケーショ

ンの困難さなど、発達障害の児童の障害特性をふまえた、構造化された提示や場面設定を工

夫した教材により、個別での教示やロールプレイ等によって行われている。しかし、道徳や

国語は、非常に類似したゴールを持ちながら、一斉授業で、例えば登場人物の心情を継次的

に追い、情報を抜き出すことを求めている。こうした点は、教材やインストラクションの工

夫により解決することも多いと考えられるが、未だ蓄積の少ない研究領域である。 

 そこで、平成 29年度から採択された「発達障害の可能性のある児童生徒に対する教科指導

法研究事業」では、読む、話す学習が重要な位置を占める「国語」及び「道徳」に着目し、社

会性の育ちの支援（ＳＳＴなど）と連動した教科指導法に特化した研究を開始した。 

 

（3）長崎県の課題から  

特に発達障害と道徳については、長崎県が抱える課題もある。長崎県は、これまでの発達

障害児童生徒が関連した重大事案を受けて、教育現場の課題分析のなかでいくつかの課題が

あったことが示している（長崎県教育委員会,2015）。そのひとつが道徳教育を中心にした「命

を大切にする教育」であり従来の心情に訴える道徳教育では、発達障害の可能性のある児童

生徒には十分な教育効果を期待できないことが指摘されている。 

では発達障害の可能性のある児童生徒には、道徳教育をどのように考えていけば良いのか。

また、国語教育においても心情理解や文脈の理解、聞く力・話す力、表現する力をどのよう

に指導するのか。長崎県でもこの検討や研究、報告はいまだ行われておらず、現場は窮した

ままである。本研究事業により、対象校である長崎大学教育学部附属小学校が、発達障害の

可能性のある児堂生徒への国語・道徳の指導方法の検討と方向性の研究を行い一つのモデル

を示すことで研究成果の還元を行うことは、附属小学校の意義としても大きいと思われる。 

 

〈長崎県の課題：教育委員会の資料から〉 

これまで本県で行われてきた「命を大切にする教育」は、道徳教育を中心に、学校の教育活動全体を通じて

行われてきた。副読本、心のノート、講話、地域交流等を通して、命の大切さや思いやり、礼儀や規範意識など

を、児童生徒の心情に訴えながら、心を育む教育がなされてきた。こうした教育は、「自分のことだけでなく、

相手の立場に立って考え、共感することができる＝人の気持ちがわかる」ことが前提であり、それができる児



童生徒には、十分な教育効果が期待できる。   

しかし、(中略)児童生徒の中には、認知機能の問題（発達特性としての想像性や共感性の欠如等）や家庭環

境の問題（児童虐待による他人への信頼感や自己肯定感の極端な低下等）などにより、「人の気持ちがわからな

い、わかりにくい」児童生徒がいることが明らかとなっており、このような児童生徒に対しては、従来の心情

に訴える道徳教育では十分な教育効果を期待できないことが指摘されている。   

このような児童生徒に対しては、心情に訴える教育だけではなく、人とうまく関わっていくためのスキル（社

会生活に必要な知識と行動）を、実際の具体的な場面を通して、意図的・計画的に、徹底して教え込む教育が

必要となる。 

長崎県教育委員会「特別な配慮が必要な子どもの教育支援に関する取組」 

 

２．目的・目標 

研究目的は、指定校である附属小学校に在籍する発達障害の可能性のある児童生徒が、明らか

な学習上のつまずきを示している教科「国語」（特に読解・表現）及び「道徳」について、支援ラ

ボにおける個別支援（社会性の育ちを支援するプログラム）の成果と連動し、指導方法及び指導

の方向性を見いだすことを目的とする。特に我々が目標とするのは、対象児童の授業観察と、Ｓ

ＳＴ等を中心とした個別支援と連動した国語・道徳の指導方法の検討と方向性の検討を行うこと

である。 

本研究は 2年計画であり、年度ごとの取組目標は以下の通りである。 

平成 29 年度は、対象とする発達障害の可能性のある児童生徒について、国語及び道徳において

見せる困難を、授業観察を中心に集約し分析するとともに、発達や教科に関連するアセスメント

に基づきＳＳＴ等を中心とした個別支援を行う。そして、両者の結果を照らし合わせながら教科

におけるつまずきを実証的に分析することを目標とする。 

2 年目にあたる平成 30年度は、取組を継続しつつ、その成果を受け指導方法の検討を行う。国

語においては、発達障害のある児童の特性のうち「読む」「話す」に着目する。特に文学的な文章

の読解に必要な感情を表す語句やあいまいな語句の理解、登場人物の心情理解、文脈に込められ

た意味の読みとりと表現に係るスキル獲得をねらう。道徳においては、国語と同様に求められる

語句理解から踏み込んで、読み物教材における登場人物の葛藤などの心情理解、「自分だったらど

うするか」という自我関与に係る課題など、多面的・多角的に考え、議論する道徳の授業作りの

在り方の検討にも取り組む。 

 

３．主な成果 

（1） 一斉指導における有効な配慮や支援の手立て 

  国語、道徳に共通するつまずきとして、想像力、他者の心情理解、メタ認知の発達に基 

づき自分の経験や価値感をまとめ表出すること、要約、感情や心的状態を示す言葉や婉曲 

的表現の理解などを確認することができた。 

 

ア．学習を成立させる前提となる行動上のつまずきの例（低学年の児童に多く見られる） 

・頻繁に後を向く、机に伏せたり背伸びをしたりする 

・いすを揺らす 

・学習に関係のない文房具を触る、絵を描く など 

こうした対象児童行動について、教師はその都度注意することをあえてせず授業展開

や他の児童の妨げになるレベルのものでない場合は許容し、本質的な授業への参加を促



すことが有効であった。このことは、学級全体の議論や思考を途切れさせない授業作り

に大きく関与しているとともに、周囲の児童に対して友達の特性を受け入れて関わるモ

デルとしても機能していると考えられた。また、児童に多少の聞き逃しやよそ見があっ

ても、教師が思考の流れや要点を明確に板書しておき、それを手がかりに授業に「追いつ

く」状況を作ることが有効であった。 

 

  イ．学習上のつまずきの例（低学年、高学年ともに見られた） 

・要点をまとめる（結論を先に述べて理由をつけるなど）のが難しく、話が長くなる。

話題がそれる。 

・言外の意味をとらえずに表面的、字義どおりに理解する。 

・想像力を膨らませながら話を聞く・読む（教科書、プリント・板書から離れた話題

など）ことが苦手である 

・自分の興味のあることがらばかりを話す 

・自分の経験や価値観を振り返りが難しい 

・他者の意見を参考に自分の意見を変えたり膨らませたりしにくい（○さんの～と

いう意見を聞いて私は△から×に考えが変わった） 

・気持ちを表す言葉（「はっとした」など）や婉曲的な表現の理解が難しい など 

このようなつまずきに対しては、教師が発言できたことを認め、周囲の児童には異な 

る視点からの貴重な意見であることが伝わるよう共感的に言葉を返すことで児童の学習

意欲が維持された。そして、児童がうまく説明できない際は、教師が端的な言葉で要約し

板書で視覚的に伝えたり、発問の意味は変えずに児童が理解しやすい言葉に変えたりす

ることで理解が促された。また、個人またはペア・グループで思考する時間の確保、机間

指導の時間における個別的な説明・指示、考える視点を短い言葉で図やイラストによっ

て視覚的に提示するなどの工夫が児童の思考の整理を促すことにつながった。 

 

   ウ．国語・道徳「つまずくポイント（試案）」の作成 

対象児童の授業中の観察やアセスメント、担任からの聞き取りに加え、過去の個別支

援時の様子から関連する情報を収集し「つまずくポイント（試案）」を作成した。作成

に当たっては、学習指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編及び特別の教科道徳編の

記述を参考に、社会性の育ちとコミュニケーションに関わる内容に着目した。取組の期

間が短く、内容（国語）、内容項目（道徳）を網羅できずつまずきの抽出に至らないも

のもあったが、学年段階を追って困難を概観することができた。 

     国語：内  容  C 読むこと（文学的な文章） 

道徳：内容項目  A 主として自分自身に関すること＊２     

                    B 主として人との関わりに関すること 

            ＊２ 「希望と勇気、努力と強い意志」「真理の探究」は今回除外 

 

 

 

 

 

 



 



 

（2） 個別支援における有効な配慮や支援の手立て 

国語では、対象児童が単元に入る前に個別支援の中で１回 10～15 分程度、教科書の文

学的な文章教材の語句の読みや意味を理解し、登場人物や内容の大まかな把握、読後の

感想について指導者とやり取りする活動を取り入れたことで、つまずきの軽減が見られた。

特に、場面や登場人物の心情理解については、挿絵等を用いた教材の提示、児童の発言を受

容しながらのやり取りにより対象児の読みの理解を促した。個別支援後の一斉授業での児童

の感想には「すらすら解けたよ」「登場人物のことは（先に知っておいて）得したかな」など

の発言があり一定の効果があったと考える。 

道徳では、視覚的情報の処理が優位で聴覚的な情報の処理が苦手である児童には、指導 
者が説明や質問を場面ごとに分けたり文章や挿絵などに情報を書き足したりするとともに、

話の流れや発話主体を視覚化、動作化、動化させていく手立てが有効であった。また、大人

が期待するであろう考え問題に対する望ましい回答をし、いわゆる道徳的な価値の理解はで

きているが、「自分だったらどうするか」という側面とは乖離が見られた児童では、指導者が

意見を否定することなく、ありのままの気持ちの表現を尊重することでも納得ができる考え

を見いだすことができた。読み物教材の内容理解のための登場人物の行動や言動の視覚化、

明文化されていない行間の意味の補足、指導者との一対一あるいは小集団による意見の

やり取り、心情や判断のための視覚化ツール（心のメーターなど）が有効であった。 



４．取組内容 

① 教科の学習上のつまずきなど特定の困難を示す児童生徒に対する指導方法及び指導の方向性

の在り方の研究 

（１）対象とした学校種、学年 

   小学校 ２、３、４、６学年 

（２）教科名 

   国語、道徳 

（３）実施方法 

ア 教科指導法研究事業運営協議会の設置状況、活動内容 

協議会メンバーを指定校校長及び特別支援教育コーディネーター、附属幼稚園、小学

校、中学校、特別支援学校の特別支援教育コーディネーター、長崎県教育庁義務教育課及

び特別支援教育課、長崎県教育センター、長崎市教育委員会の担当者、長崎大学教科教育

スーパーバイザー等でさらに教育学部の特別支援教育教室の教員を研究チームとして構

成した。また、第１回運営協議会を平成 30 年 6 月に実施し、主に以下の 3点を共通理解

した。 

（ア）道徳、国語に共通する児童のつまずき（他者の心情理解等）に対して、これまで実

施してきた個別支援プログラムをもとに指導法を検討し、授業と連動して課題解決

を図る。 

（イ）指定校で行っている授業の工夫や学級経営は、対象児童のつまずきを解決するた

めの特別支援教育の視点からの重要な手立てとなっている。それらを授業観察等の

アセスメント及び個別支援の取組から整理し、意味づけをして学校に返す。 

（ウ）研究成果を地域の公立小学校等に還元するための取組を充実させる。 

イ 教科教育スーパーバイザーの配置状況、活動内容 

（ア）「国語」「道徳」の視点に関するスーパーバイザー（長崎大学教育学部准教授、各 1

名）教科ごとの検討会議では、専門分野の知見から教科研究チームへの助言を行っ

ている。また、会議に限らず教科チームからの相談にも随時対応している。 

（イ）特別支援教育の視点に関するスーパーバイザー（元教員 1 名、臨床心理士 2 名、

長崎大学教育学部准教授 1 名）支援ラボでの個別支援を担当する。元教員のスーパ

ーバイザーについては、指定校での授業観察や教員との情報交換及び会議等にかか

る連絡調整も担当している。 

ウ 本事業のために受託団体が実施した研修・指導主事の訪問等 

（ア）運営協議会への出席 平成 30 年 6月 12 日（火） 於 長崎大学教育学部 

長崎県教育委員会からは、長崎県教育庁義務教育課指導主事、長崎県教育センター

から教科・経営研修課特別支援教育研修班主任指導主事が参加した。長崎市教育委員

会からは、教育研究所主任指導主事及び指導主事が参加した。 

（イ）本事業と長崎県教育委員会（長崎県教育センター）との協働による研修の実施 

平成 30年 7 月 6日（木）於 長崎県教育センター 

研修講座名：特別支援学級担任及び通級指導教室担当者（2年目）研修講座 

運営協議会委員である教育センター主任指導主事と研究チームが、附属学校の取

組をモデルとして地域に発信し、活用の促進を行うことを目的とし「アセスメントに

基づく指導・支援のあり方」として講座を企画、実施した。内容としては、①WISC-

Ⅳを中心としたアセスメント結果を活用した支援、②応用行動分析による行動問題



の理解と支援、③アセスメントに基づく組織的な指導・支援を行うために の 3本の

講義を担当した。 

  

（４）取組の概要 

ア．教科における学習上のつまずきを把握するための方策     

授業観察（一斉授業場面のビデオ撮影を含む）、担任からの情報収集（学習面・行動面・

対人面に関するチェックリスト記載、学習面・生活面に関するアンケート調査、面談によ

る聞き取りを含む）、保護者からの聞き取りなどを行うとともに、複数の発達検査を組み

合わせて実施しつまずきを把握した。このようなアセスメントに基づき、児童に適した

教材や指導法を検討した。つまずきを複数の目で検討する場として、個別の教育支援計

画の作成のためのケース会議、支援ラボ個別支援担当による定期情報交換（ラボカフェ）、

一斉授業場面のビデオ分析会を設定した。 

イ．実施した指導方法（工夫した点） 

（ア）授業における全体指導、個への指導について 

これまでの一斉授業に存在するつまずきのある児童に対する有効な手立てを特別支

援教育の視点から整理し、児童のどのようなつまずきに有効なのか、さらに改善する

際には何をどのように変更すればよいのかを研究チーム内で共有した。 

その結果、間違いやうまく説明できない児童に発言を促し、教師や周囲の児童が意見

をつなげたり言いたいことを代弁したりといった場面を積極的に設けていた。このよ

うな全員で考えを深める授業作りが、つまずきのある児童の学習への興味を引き出し

授業への参加意欲を高めていることが明らかになった。また、教師は一見話題がずれ

ていたり焦点化できていない児童の発言に対し、分かりやすく言い換えた言葉かけや

板書による視覚化の手立てを用いて、一定の方向に偏りがちな周囲の児童に「本当に

そうかな」と揺さぶりをかけて「自分の考えを話したい」「○○さんの考えをもっと聞

きたい」と思う状況を作る問いかけをしていた。これも国語や道徳につまずきのある

児童が意欲を失わず学び続ける原動力といえる。さらに、個人またはペア・グループで

思考する時間の確保、机間指導の時間における個別的な説明・指示、考える視点を短い

言葉で図やイラストによって視覚的に提示するなどの工夫が児童の思考の整理に役立

っていることを確認した。 

（イ）個別支援について（取り出し指導、通級による指導との連携など） 

   「個別の学習支援」、「社会性の育ち支援」、「行動の変容」、「情動調整」の各プログラ

ムを用意し、それぞれを児童の実態に応じて適宜組み合わせて実施した。本事業では、

「個別の学習支援」に取り組んだが、単なる国語、道徳の補充的指導や、予習・復習で

はなく、情緒の安定や望ましい行動の獲得に向けた学習及び社会性の発達のプログラ

ム上に、各教材の学習を位置付けた。 

具体的な取組として国語では、対象児童が単元に入る前に教科書の文学的な文章教

材の語句の読みや意味を理解し、登場人物や内容の大まかな把握、読後の感想につい

て指導者とやり取りする活動を取り入れた。道徳では、読み物教材の内容理解のため

の登場人物の行動や言動の視覚化、明文化されていない行間の意味の補足、指導者と

の一対一あるいは小集団による意見のやり取り、心情や判断のための視覚化ツール（心

のメーターなど）の改善を図った。 

指導にあたっては、アセスメントによって児童の得意なところ及び苦手なところを



明確にして、得意なところから取り組むようにした。その際、活動への興味・関心や集

中力、認知特性に応じた教材の提示やコミュニケーションの取り方、受容的な雰囲気

づくり、指導者の言語化による「どうやったらできたか」の体験の定着を図った。 

また、指導者の発問・発話の方法についてもビデオや記述にて記録し、評価を行い、修

正、改善を行った。 

 

５．今後の課題と対応 

今後の課題としては 2 点挙げられる。1 点目は、指定校の一斉指導における特別支援教育の視

点を生かした授業作りである。対象児童は教育学部の附属小学校であるが、附属幼稚園から附属

小学校、附属小学校から附属中学校へ進む割合が高い。そのため、本事業で見出した一斉指導で

のつまずきに対する有効な手立てを全ての教師が共有し、授業の展開、教材開発、机間指導等の

個別的配慮などに特別支援教育の視点を活かす取組を継続することで、より一貫性のある支援へ

発展させたい。また、対象校が毎年度取り組んでいる国語科、道徳科研究とも連動し、つまずき

のある児童を特別支援教育の視点のみからではなく、例えば国語で児童が自らの思いや考えにつ

いて言葉を駆使する喜びを感じたり、道徳でさまざまな意見にふれながら納得できる考えを導い

たりするなど校内研究との関連付けを行っていきたい。取組の深化が不十分であった「つまずく

ポイント（試案）」についても、国語や道徳の研究との連動によりつまずきの収集と分析が進むと

考える。 

2 点目は、一斉授業の観察だけでは見えにくい国語、道徳における児童のつまずきの実態把握や

課題分析を支援ラボの個別支援の中で進め、社会性の育ちの支援プログラムや情動調整を支援す

るためのプログラムと関連付けながらよりよい支援の手立てを探ることが挙げられる。個別支援

と一斉指導の連携の強化及び継続は、地域のモデルとして本事業の成果を発信する際に不可欠で

ある。そのため、今後は、個別支援のプログラムを自立活動の内容を参考にして整理したり児童

のつまずきの見取りと支援に関する校内研修を実施したりすることで、本事業の取組を地域の学

校が活用できるように発信していく。 

 

６．問い合わせ先 

組織名：長崎大学 

（1）担当部署 教育学部特別支援教育コース 

（2）所在地 長崎県長崎市文教町 1番 14 号 

（3）電話番号 095-819-2385（事業統括：鈴木）  

095-819-2408（事業事務担当：藤本） 

（4）FAX 番号 095-819-2385（事業統括：鈴木）  

095-819-2408（支援ラボ事務 藤本） 

（5）メールアドレス ys11@nagasaki-u.ac.jp（事業統括：鈴木） 

s.fujimoto@nagasaki-u.ac.jp（事業事務担当：藤本） 

 


